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風
水
害
対
策
、
地
震
対
策
、
津

波
対
策
な
ど
災
害
ご
と
に
区
分
し
、

市
内
の
公
共
的
団
体
等
が
処
理
す

べ
き
事
務
、
防
災
訓
練
、
防
災
教

育
な
ど
の
災
害
予
防
、
災
害
応
急

対
策
、
災
害
復
旧
等
に
関
す
る
計

画
、
防
災
に
関
す
る
施
設
、
設
備
、

物
資
、
備
蓄
、
輸
送
、
通
信
等
に

関
す
る
計
画
な
ど
を
定
め
た
も
の

で
す
。

静
岡
県
か
ら
公
表
さ
れ
た
「
第

４
次
地
震
被
害
想
定
」
に
お
い
て

推
計
さ
れ
た
被
害
を
で
き
る
限
り

軽
減
す
る
た
め
、
こ
の
先

年
間

１０

に
行
う
地
震
・
津
波
対
策
の
主
要

な
行
動
目
標
を
定
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
二
つ
が
揃
う
こ
と
に
よ
り
、

東
日
本
大
震
災
以
降
大
き
く
状
況

が
変
化
し
た
防
災
対
策
の
方
向
性

が
定
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
様
々
な
形
で
皆
様
に
お

示
し
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ先

市民課防災係（窓口⑩）緯嬰４１４５

近年増加する大規模な気象災害や、南海トラフ巨大

地震・津波災害などに備えることが、下田市、また市

民一人一人にとって、重要な課題となっています。

市では現在、下田市地域防災計画の全面改訂及び下

田市地震・津波対策アクションプログラム2013の作成

作業を進めており、今年度中に完成します。

賀
茂
地
区
で
初
め
て
と
な
る
静

岡
県
と
の
合
同
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
。

第
４
次
地
震
被
害
想
定
を
基
に
、

賀
茂
地
区
独
特
の
環
境
も
考
慮
し

て
行
わ
れ
る
実
践
的
訓
練
で
す
。

国
・
県
・
市
町
・
自
主
防
災
会
・

住
民
に
よ
る
、
自
助
・
共
助
・
公

助
を
確
認
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

市
内
で
も
避
難
所
運
営
訓
練
、

救
護
所
設
置
・
運
営
訓
練
、
被
災

者
救
助
訓
練
、
海
上
避
難
訓
練
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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倒壊家屋からの救出作業

救護所運営訓練

航空受援訓練

海上受援訓練
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こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
に
伴
う
一

斉
改
選
が
行
わ
れ
、

月
１
日
付

１２

け
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
３
年
間
、
市
民
の
皆
様
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
良
き

支
援
者
・
理
解
者
と
し
て
活
動
い

た
だ
き
ま
す
。

子
育
て
や
、
高
齢
者
の
悩
み
、

介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
福
祉

に
関
す
る
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
相
談
く
だ
さ
い
。
常
に
皆
さ

ま
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
の
り

ま
す
。
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役

を
務
め
る
な
ど
、
問
題
解
決
を
継

続
的
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
絡

を
取
り
た
い
方
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
福
祉
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民生委員・児童委員
（任期：平成２５年１２月１日～平成２８年１１月３０日まで）（敬称略）

氏 名担当地区氏 名担当地区氏 名担当地区

寺 川 富 春外 浦彦 山 英 子高 馬田 中 康 雄住 吉

渡 邉 政 治須 崎村 山 正西 中倉 田 好 道住 吉

横 山 静 子須 崎田 中 照 朗中 ２船 津 喜代子新 田

原 嘉 孝原 田鈴 木 ちか子東 中江 藤 正 美大 和

佐々木 文 夫原 田土 屋 たつ子立 野得 上 まち子港

土 屋 光 代長 田臼 井 ふく子河 内平 井 泰 男中 央

長 谷 川 勝板 戸土 屋 泰 子河 内加 畑 美智子大 坂

山 本 康 夫吉佐美山 本 進河 内井 上 芳 子弥七喜

進 士 葉 子吉佐美村 山 登美雄蓮台寺大 澤 光 邦広岡東

加 藤 洋 之吉佐美坂 倉 碩 夫蓮台寺富 井 佑広岡西

松 下 昭大賀茂大 野 美知子大 沢永 田 文 明広岡西

増 田 一 司大賀茂? 橋 忍落合･箕作北 村 順 子岩 下

渡 邉 達 男田 牛飯 田 正 昭須原１浅 川 洋 子岩 下

◎主任児童委員伊 澤 政一郎須原2･宇土金渡 邉 晴 子岩 下

土 屋 登志枝浜崎･白浜井 出 百百子北湯･椎原齋 藤 弘 康岩 下

加 嶋 五十鈴下田･朝日和 泉 誠加増野辻 村 公美惠東本郷

渡 邉 みどり稲生沢･稲梓山 ? しげ子横川･相玉鈴 木 克 己西本郷

※お住まいの地区の民生・児童

委員にご相談ください

進 士 保 正柿 崎角 谷 秀 子西本郷

増 田 信 隆柿 崎松 本 まり子西本郷

委嘱状交付式の様子

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
窓
口
宇
）
緯
鰻
２
２
１
６

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

あ
な
た
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、

民
生
委
員
法
並
び
に
児
童
福
祉
法

に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

委
嘱
さ
れ
た
委
員
で
地
域
に
お
け

る
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
住
民
の
立
場

に
立
っ
た
一
番
身
近
な
相
談
者
と

し
て
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に

は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を

専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
が
い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
は

学
校
や
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係

機
関
と
協
力
し
て
子
ど
も
と
親
の

抱
え
る
問
題
に
対
し
て
相
談
や
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員児

童
委
員
と
は


